
な
り

と
の
事

に
候

。
競
賣

の
光
景

は
、
場
内
表

面
に
濃

き
海
老
茶

色

の
天

鵞
絨

の
幕

を
垂
れ
、

二
人

の
男
子

左
右

よ
り
繪

を
高

く
差

上
け

、
傍

に
立

て
る

セ
リ
人
は
、
煽
動
的

口
調
を

以
て
聲
高

に
★

直

を
呼

び
居
候

。

北

米
の
寒
氣
は
日
に
ま

し
甚

し
く
相
成
候

。
コ

ン
モ
ン
パ
ー

ク
の
池

の
氷

は

一
夜

に

一
尺
五
寸

の
厚

さ
を
増

せ
し

と
て
、

ス
ケ

ー
ト

の
遊

び
極

め
て

盛

ん
に
、
凸
所
を
削

り
と

る
べ

く
器
械
馬
車

の

一
巡
し
終

る

や
、
無
數

の

老
若

男
女
は
其
跡

に
詰

め

か
け
、
氷

の
面

も
見
え
ぬ

程
に
御
座
候
。

見

る

か

ら
に
心
地

よ
き
少

年
の

一
隊

彼
方

に
縦
横

に
走

る
も
あ
れ
ば
、
此
方

に

は

初
ま
な

び
の
足

ど
り

危

ふ
く
、
手

を
曳

か
れ
肩

に
椅

り
て
畳

束
な

く
も

車

を
滑
ら
す

も
あ
り

、
時

に
は

ハ
ヅ

ミ
に
乗
り

て
他

に
衝
突

せ
ん
こ
とを

お

そ
れ
大
聲
を
發

し
て
警

戒
す

る
も
あ
り

、
肉

肥

ゑ
た

る
婦

人

の
美
事

に
★

り

て
横

ざ
ま

に
倒

る
ゝ

も

あ
り

て
、
橋

上
に
立

ち
て
見
物
し

て
居

る
と
、

殊

に
面
白
く
歸

る

の
も
忘

る
ゝ
程

に
御
座
候

。

宿

の
妻
君

と
は
日

に
懇
意

と
相
成
候

も
の
か
ら
、
夕
飯
後

の
半
時
間

は

い

つ
も
雑
談

に
暮

し
候

。
獨

逸

嬬
人
な
れ

ば
家
政

巧
み

に
、
種

々
内

幕
話
も

き

い
て
益
す

る
處

少
な
か
ず
候

。
妻

君
の
話

に
、
此
家

は
大
小

八
室

、
其

他
食
堂
勝
手
元
物

置
、
ほ
か

に
十
坪

程

の
物
干
場

つ
き

に
て
家
賃

一
箇
月

五
十
弗

、
石
炭

十

五
弗

、
水

道

二
弗

、
瓦
斯

三
弗

、
其
他

の
費

用
を
合

せ

て
凡

そ
八
十
弗

を
要
す

る
に
、
主

人

の
給
料

は

一
週

十
弗
な

れ
ば

、

不
足

は
室
を
貸

し
て
補

ふ
こ
と
に
て

、
近
來

は
ト
ラ

ス
ト

や
ス
ト
ラ
イ

キ
な

ど

て

物

債
高
く

し

て

困

る
な

ど
泣
言

を
申
居

候
。

そ
れ

故

部
屋
と

い
ふ

部

屋

は
不
残
人

に
貸

し

て
、
主

人
は
パ
ー

ラ
ー

の
ソ
フ
ア

の
上
に
、
妻

君

と

小
兒

は
勝

手
元

の

一
隅

に
寢
臺

を

置

い
て
そ
こ

に
臥
り

居
候
。

妻
君
は
平

生

は
木
綿

の
衣

服
を
着

て
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
と
う
た

ひ

つ
ゝ

よ
く
働

い
て
居
候

へ
共
、
外
出

の
時

は
指

に
は
光

つ
た
も

の
も
見

え
、
見
違

へ
る
程
立

派

に

相

成
申
候

。
(
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西
洋

の
言
葉

に

(
Ｔ
h
e
 
Ｔ
ｈ
ｉ
ｒ
ｄ
　
Ｅ
ｙ
ｅ

)
と

い
ふ
事

が
あ
る
主
美

術
家
は

二

つ
以
上

の
眼

を
持

つ
て
ゐ
る
―
―

世

間
で
は
彼
は

口

の
人
だ

と
か
筆

の

人
だ

と

か
腕

の
人
だ

と

か
言

ふ
、
美
術
家

に
も
勿
論
腕

も
筆

も
口
も

い
る

だ

ら
う
、

け

れ
ど

も
美
術
家

に
最

も
必
要

な

る
は
此

二

つ
の
目

、
雙

眼

以

上
の
第
三

の
眼
で
あ

る
、
即

ち
天

眼
で
あ

る
、
靈

眼
で

あ
る
、
神

眼
で
あ

る
、
―
―

眞

の
美

術
家

と

い
ふ

も
の
は
或

る
意

味

に
於

て
は

大
學
者
で
な

く

て
は
な
ら
ぬ

、
又
大
學

者

に
非
ず

ん

ば
決

し

て
美
術
家

の
最

も
小
な

る

も

の
と
さ

へ
な

る
こ

と
が

出
來
ぬ
、
吾
輩

の
言

ふ
大
學
者

と
は
大

に
學

ぶ

と

い
ふ
事

で
あ

る
、
即

ち
人
に
學

ぶ
ん
で

な
く
て

、
天

に
學

ぶ
、
神

明
に

學

ぶ
、
神

明
に
導
か

れ
、
造
化

に
師
事

し
て
、
今
謂

ふ
所

の
靈

眼
或

は
靈

腕
を

以
て
造
化

の
眞
意

を
窺

ひ
寫

す
の
工
風

が
な

く
て
は
な

ら
ぬ

、
齋
戒

沐

浴
的
の
精
神

を

以
て
、
其
職

を
天
職
と

思

ひ
、
天
命
を
奉
ず

る

も
の
と

思

ふ
程

の
神

塞
的

の
修
養

、
是
は
勉

め
て
亦

勉

め
、
働

む
で
愈

々
勵

ま
ね

ば
な

ら
ぬ

こ
と
で
あ
ら
う

と
思
ふ
。
(
和

田
垣
謙

三
氏
「
美
術

と
経
濟

」
中
央

公
論

)


